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ID-POSデータを用いた客動線分析方法の検討
Customer Flow Analysis Method Using ID-POS Data
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1. はじめに
近年，食品販売を行う店舗が多数存在する．スーパーマー

ケット以外にもドラッグストアやコンビニエンスストア，ディ
スカウントストアなど様々な業態の店舗が食品を取り扱っ
ている．スーパーマーケットを月一回以上利用する人の利用
率は 66.5％で最も高いが，次いでドラッグストアが 62.2％，
コンビニエンスストアが 57.5％である [1]．このようにスー
パーマーケット以外で食品を購入する人が増えてきている．
また，近年，小売店の来店客数や世帯当たりの消費支出

は減少している．食料品に対する需要と人口の間に密接な
関係があるため，世帯構成員数の減少などにより，来店客
数や世帯当たりの消費支出は減少している．そのため 2010
年～2040年の 30年間で人口は 2割減少し，それに伴い，食
品支出額も 2割減少すると予測されている [2]．このような
問題がある中で，スーパーマーケットは生き残りをかけた
改革が必要である．
本研究では，小売店の利用客の購買行動に注目し，購買

行動の分析を行うことで店舗の売上につながると考えた．
そこで我々は客の購買行動を分析する客動線分析に着目し
た．客動線分析とは店舗内を移動した顧客の軌跡を線で表
し，顧客の購買行動を可視化することで現場の課題を洗い
出す分析手法である．この分析手法は店員が実際に来店し
た客の後をついていき，紙に客の軌跡や購入した商品を線
で記すことでデータを収集することが一般的である．客動
線がわかることで店舗内の売れていないところが明確にな
り，店舗のレイアウト分析が容易になる．レイアウト分析
を行わず，改善しないと良い商品でも死筋商品になってし
まう．そのため客動線分析は重要である．しかし，一人の
客につき一人の店員が調査を行うので非常に手間と時間が
かかってしまう．
そこで，我々は，客動線分析を机上で行い，可視化をす

ることができないかと考えた．そこで，ID-POSデータを用
いたマルチエージェントシミュレーションシステムの構築
を提案する．

2. 関連研究
藤野らは店舗内行動のエージェントシミュレーションシ

ステム「ABISS」を開発し，顧客の購買行動の分析を行った
[3]．この研究では，POSデータと RFIDタグを紐づけ，さ
らに，商品間のアソシエーションルールを作成することで回
遊行動のシミュレーションを行っている．そして，「ABISS」
を用いて顧客をセグメント化し，評価を行っている．
石丸らは BLEビーコンを用いて計測された店舗内の顧客

行動のデータから遷移確率を計算し，エージェントシミュ
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レーションを構築した [4]．この研究では，より現実的に近
い状況を再現することを目的とし，条件付き遷移確率で計
算した場合との比較を行っている．
どちらの研究でも POSデータ以外の RFIDタグやビーコ

ンを用いてシミュレーションシステムを構築している．本
研究では，ID-POS データのみを用いてシステムを構築す
る点が異なる．

Arnaudらは実店舗が発展するためには顧客の分析と理解
が必要であると考え，店舗内の購買行動をシミュレーション
することで客の分析を行った [5]．この研究では，POSデー
タと RFIDタグを用いてシミュレーションシステムを構築
している．そして，シミュレーションシステムにヒートマッ
プを与え，顧客の集まる場所を分析している．また，顧客
をクラスタリングした時の各クラスタの購買行動の検証や
エージェント数を増やした影響の検証，購買時間の制限を与
えた影響の検証を行うことで顧客の購買行動の分析を行っ
ている．本研究ではマルチエージェントシミュレーション
システムを用いて顧客の購買行動の分析を行う．顧客の購
行動の分析では客の年代や購入金額に着目して分析を行う
点で異なる．

3. シミュレーションシステム
3.1 使用データ

POSデータとは，商品がレジで購入されるときのデータ
のことである. 使用するデータは，株式会社オークワで収
集された 2017年 9月 21日から 2017年 12月 20日と 2018
年 9月 21日から 2018年 12月 20日の POSデータである．
店舗は，和歌山にある 1店舗を対象としている．
ID-POSデータ

ID-POS データとは，誰が購入したのかが分かるデータ
である．∗1日付，RECNO∗2，加工コード∗3，年代，性別，各
商品の部門コードやラインコード，クラスコードなどの詳
細情報，JANコード∗4や売上の金額・数量，見切り∗5の金額・
数量，特売∗6の金額・数量，商品の定価が記載されている．
商品分類データ
商品の分類を部門，AU，ライン，クラス∗7で分類し，該

当する分類名が 1276種類記載されている．

∗1匿名データである
∗2レシートに 1 枚ずつ付けられた番号
∗3 RECNO に紐づき，会員である顧客を識別するための番号
∗4商品を識別するために付けられた番号
∗5数量：売上数量の内，見切りされた商品，

金額：定価からいくら見切って販売したか
∗6チラシ，タイムバーゲン，朝市，値引き券，クーポンで購入され

た商品
∗7 POS データは階層で分類されており，部門・AU・ライン・クラ

スの順に細かくなっている
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図 1: システム構成図

3.2 出力データ
3.2.1 システム構成
図 1にシステム構成図を示す．本システムは，CSV形式

の ID-POSデータを使用したシミュレーションシステムで
ある．本システムの流れについて説明する．最初に顧客の
購買リストの情報が与えられている ID-POSデータを読み
込む．ID-POSデータから各顧客の購買リストを抽出し，購
買リストから経路を探索する．そして，エージェントが生
成されるときにその経路をエージェントに持たせる．この
ような流れで購買行動のシミュレーションを行う．本来は
ID-POSデータのみでは経路はわからない．今回の本システ
ムではエージェントの動く経路はダイクストラ法で計算を
行っている．今後はエージェントの経路をさらに検討する．

3.2.2 システム機能
図 2に本システムの画面例を示す．システムの機能を以

下に記す．

(1) 日付・時刻選択
図 2(1)では，シミュレーションしたい日付と時刻を
選択する．

(2) 再生・停止ボタン
図 2(2)では，シミュレーションの再生と停止を行う

(3) 背景画像変更
図 2(3)では，シミュレーションの背景画像を変更で
きる．店内の棚などを移動させた場合に画像を変更
させる．

(4) 操作モード
図 2(4)では，「シミュレーションモード」と「設置モー
ド」に切り替えることができる．「シミュレーション
モード」に切り替えるとエージェントが購買行動を
開始する．

(5) 設置モード
本システムでは手動で商品の登録を行う．図 2（5）で
は，「ポイント」に切り替えることで商品を配置する
ことができ，「削除」に切り替えると商品を削除する
ことができる．「リンク」ではエージェントが通るこ
とができる通路を配置することができる．「操作」で
は配置した商品に部門，AU，クラス，ライン，商品
名を登録することができる．図 3(1)に商品登録画面
の例を示す．青い点が商品のポイントである．赤い線
がエージェントが通る経路の線である．商品登録の
際に上から部門，AU，クラス，ラインが入力し，最
後に商品名を入力する．

(6) マップ保存
図 2(6)では，図 2(5)で登録した商品を保存する．

(7) データ読み込み
図 2(7)では，ID-POSデータの読み込みを行う．

3.2.3 エージェント
図 3(2)にエージェントの動きの例を示す．各エージェン

トは入り口にて生成される．そして，購入リストの商品を
順に手にとり，最短経路で購買行動を行う．購入リストの
商品をすべて購入し終えると，エージェントはレジに向か
い退店する．エージェントの大まかな動きを以下に記す．

(1) システムによってエージェントに ID-POSデータから
抽出された購買予定リストを持たせることで，エー
ジェントは入店時に購入する商品を認識する．

(2) エージェントは店内で購買予定リストに従って最短
経路で店舗内を行動する．

(3) エージェントが購買予定リストの商品を手に取った
らその商品は購買予定リストから削除される．そし
て，エージェントはリストの次の商品へ向かう．

(4) 購買予定リストの商品がなくなったらレジへ向かう．

4. おわりに
本研究では，ID-POS データを用いた店内の顧客の購買

行動のシミュレーションシステムを構築する．そして，シ
ミュレーションによって可視化された顧客の購買行動から
分析を行う．本稿では，ID-POSデータを用いたシミュレー
ションシステムを提案した．
今後は，各年代の歩行速度を考慮し，各エージェントに

適切な歩行速度を与える．システムを用いて顧客の経路探
索の検討と購買行動の分析を行う．



図 2: システムの動作画面例

(1)商品登録画面例 (2)エージェントの動きの例

図 3: 商品登録画面例とエージェントの動きの例
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